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Ⅰ．はじめに

近年、平成9年（1997年）の地域保健法の施行を皮切

りに、平成12年（2000年）の介護保険法、平成15年

（2003年）の健康増進法などが施行され、保健師の携わ

る仕事内容が変化してきた。このような全国的な流れに

加え、沖縄県では、地域保健法の施行に合わせて、駐在

保健師制度が廃止され、保健所内での保健師の分散配置

など県に勤務する保健師の業務内容や職場環境が変わっ

てきた。また、市町村でも介護保険等の新しい事業の増

加による業務内容の多様化や、市町村合併、地域包括支

援センターの設置などによる保健師の分散配置など、保

健師の携わる業務内容や配属される組織が変化してき

た。こうした保健師をとりまく変化への対応として、専

門雑誌等にも、「保健師のニュービジョン」１）「市町村

保健師のアイデンティティ」２）といった特集が組まれ、

関連学会でも「今後の保健師の役割」「保健師の専門性」

等のテーマが取り上げられてきた。

しかし、このように業務内容や職場環境が大きく変化

する中で、現場の保健師が現状をどのように受け止めて

いるかについての調査研究は少ない。

これまで看護師の職務満足度は離職や定着との関連か

ら多く報告されているが３）-１３）、保健師の職務満足度に

関する研究は少なく、Cumbey & Alexander(1998)14）、

Campbell et al.(2004)15) 、和泉・佐伯（2002）16）、およ

び宇座(2004)17)のみであった。これらの研究で用いられ

た職務満足度は、看護師や鉄道員を対象に開発された測

定尺度を土台とし、保健師にも応用可能と考えられてい

る。一方、米国のHome Health Care Nurseを対象に職務

満 足 度 の 測 定 尺 度 が 開 発 さ れ （ Lynch(1994)18） ,

Ellenbecker(2004)19））、その業務内容や勤務形態は看護

師よりも保健師に似ていると考えられる。

そこで本研究では、Ellenbecker(2004) 19）が開発した

職務満足度を用いて、沖縄県の行政機関に勤務する保健

師に焦点をあて、職務満足度の現状を把握することを目

的とした。

Ⅱ．方法

１．対象、調査方法、調査期間および回収率

対象は、沖縄県及び県内市町村に勤務する全ての保健

師（404人）である。調査方法は、郵送法による自記式
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【背景】これまで看護師に関する職務満足度の研究は数多くおこなわれているが、保健師を対象とするものはほとんどない。
本研究の目的は、沖縄県の保健師の職務満足度の現状を把握し、年齢構成や勤務先等との関連について検討を行う。
【方法】対象は、沖縄県内の行政機関に勤める全保健師（404人）とした。
郵送法による調査で、2006年5月〜6月の期間に実施した。回収率は、61.9%（250人）であった。
調査項目は、職務満足度、対象者の属性（年齢、性、勤務先、所属、役職の有無）である。
本研究の職務満足度スケールは、EllenbeckerのHome Health Care Nurseの職務満足度スケールをもとに作成された。20の質門項目は５
段階のリッカートスケールで評価される。
【結果】職務満足度スケールの項目の中で、最も平均値が高かったのは、「私の仕事は重要で価値がある」、「住民と築いてきた関係は私
にやりがいを与えている」「私には、信頼し、必要なときにはたよれる同僚がいる」の順であった。

一方、平均値が低かった項目は、「私は、私が働いている組織の事業方針に変化をもたらす力を持っている」「地域住民は私が提供し
たケアやサービスに満足している」「私は仕事として再び保健師を選ぶだろう」「私は受け持っているケースの主治医に専門家の仲間と
して対応されている」の順であった。

対象者の属性で職務満足度と関係がみられたのは、年齢階級、勤務先、役職の有無であった。
【結論】本研究の結果から、沖縄県の行政機関に勤務する保健師の職務満足度は、保健師としての仕事の価値ややりがいに関する項目で、

高くなっていた。一方、組織の事業方針への影響力についての項目や保健師という職種に対しての魅力や誇りに関する項目では、得点
が低かった。

また、沖縄県の行政機関に勤務する保健師の職務満足度は、年代や勤務先、役職の有無によって異なっていた。
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質問紙調査で、2006年5月29日～6月10日の期間に実施し

た。回収率は、61.9%（250人）だった。

２．調査項目

調査項目は、表１に示す職務満足度と、年齢、性別、

勤務先、所属および役職の有無である。

３．職務満足度の測定

Home Health care Nurses Job Satisfaction Scale

(HHNJS)はEllenbeckerにより開発されたものである20）。

Home Health care Nursesの主な業務は、在宅患者宅へ

の訪問とケア及びケアプランの作成、主治医との調整、

看護報酬を得るための書類作成、また患者家族や患者に

対する健康教育などである21）22）。本研究では、開発者

の承諾を得て、HHNJSを日本の保健師向けに一部修正

した。具体的には、HHNJSの項目から「マネイジドケ

アは、私に、ケアを提供する際有能であるよう努めさせ

ている」「私は、患者のニーズにあったケアを診療報酬

システムに交渉する際、達成感を感じる」の2項目を除

き、「総合的にみて、私は自分の仕事に満足している」

という1項目を加え、計20項目とした(表1)。各項目につ

いて、「そう思わない」を1、「そう思う」を5とした5段

階のリカートスケールで回答してもらい、1を1点、5を5

点として点数化した。職務満足度の総合得点は、各項目

の点数の合計である。

なお、本調査に先立って、年齢や勤務先の異なる保健

師10人に予備調査を行い、質問紙の表現や構成について

修 正 を 加 え た 。 ま た 今 回 、 使 用 し た 職 務 満 足 度 の

Cronbach α係数は0.853であった。

４．分析方法

回答者の中で、分析項目に未記入等の欠損値がない

186人のデータを用いて分析した。

統計解析ソフトウェアにはR (v2.7.1) 23）24）25）を用い、

職務満足度スケールの各項目及び総合得点について、年

齢階級、勤務先、役職の有無別に一元配置分散分析やt-

検定を行った。

５．倫理的配慮

本研究は沖縄県立看護大学の研究倫理審査委員会の承

認を得て実施した。個人のプライバシー保護のため、質

問紙調査は無記名で実施した。調査に際し、調査の情報

を本研究以外では用いないことを明記した研究の趣旨説

明文を調査用紙に添付し、調査用紙の返信をもって調査

に同意したものとみなした。

Ⅲ．結果

１．対象者の属性の状況

本研究の対象者の属性を表2に示した。年代は、20代

（20.4%）、30代（34.9%）、40代（28.5%）、50代（16.1%）

    

表1　職務満足度スケールの質問項目とその得点

    

表2　対象者の属性
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であった。性別は、「女性」が89.2%を占めていた。勤務

先は、市（43.0%）が最も多く、次いで県（28.5%）、町･

村（16.1%）、特定町村（12.4%）の順となっていた。所

属では、「保健関係」が77.4%を占めていた。役職の有無

では、「あり」が20.4%であった。また、年代別に他の属

性を分析したところ、勤務先と役職の有無で有意差が認

められた。勤務先では、県保健師で50代の占める割合が

他の勤務先に比較して高く、役職の有無では、役職のあ

りの群で40代、50代の占める割合が高くなっていた（表

3）。

2．職務満足度の項目別平均得点

職務満足度の質問項目別の平均得点(表1)で、得点が

高かった項目は、「1 私の仕事は重要で価値がある」(4.3)、

「2 住民と築いてきた関係は私にやりがいを与えている」

(4.3)、「6 私には、信頼し、必要なときにはたよれる同

僚がいる」(4.2)であった。一方、平均得点が低かった項

目は、「19 私は、私が働いている組織の事業方針に変化

をもたらす力を持っている」（2.6）、「5 地域住民は私が

提供したケアやサービスに満足している」(2.9)、「11 私

は受け持っているケースの主治医に専門家の仲間として

対応されている」（3.2）、「12 私は仕事として再び保健師

を選ぶだろう」(3.2)であった。総合得点（20項目）の平

均値は、71.1(SD=10.32)であり、最高が95.0、最低が

24.0であった。

３．職務満足度の総合得点と対象者の属性との関連

職務満足度の総合得点と対象の属性に関する項目との

関連を一元配置分散分析およびｔ-検定を用いて分析し

たところ、年代、勤務先、役職の有無で有意差がみられ

た（表4）。年代では、年齢が高くなるほど職務満足度の

総合得点の平均値が高くなっていた。また、勤務先では、

勤務先の規模が大きくなるほど、職務満足度の総合得点

の平均値が高くなっていた。役職の有無では、役職があ

る保健師の総合得点の平均値が高くなっていた。

４．年代及び勤務先と職務満足度の各項目との関連

基本属性である年代と勤務先別に職務満足度の各項目

の平均得点を分析した。年代別（図1）では、6項目で有

意差が認められた。詳細を表5に示す。具体的な項目と

    

表3　勤務先及び役職の有無別の年代

表4　対象者の属性別職務満足度総合得点の平均値

図1　年齢階級別職務満足度スケール項目得点の平均値
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しては、「1 私の仕事は重要で価値がある」「11 私は受け

持っているケースの主治医に専門家の仲間として対応さ

れている」「14 私は他の保健医療関係者に保健師の仕事

を勧めるだろう」で50代の平均得点が他の年代と比較し

て高く、「8 地域住民をケアするため、チームで話し合

える」では、40代・50代が20代・30代に比べて平均得点

が高くなっていた。また、「7 私は専門職としての基準

をふまえたケアをしている」では、20代の平均得点が他

の年代よりも低く、「12 私は、仕事として再び保健師を

選ぶだろう」では、30代で他の年代よりも平均得点が低

くなっていた。

勤務先別では、4項目に有意差が認められ（図2）、そ

の詳細について表6に示した。表6より、「6 私には、信

頼し、必要なときにはたよれる同僚がいる」「13 私は、

現在の組織で仕事を続ける予定である」「18 私は現在の

職場の上司との関係に満足している」の3項目で、特定

町村の平均得点が最も低かった。また、「11 私は受け持

っているケースの主治医に専門家の仲間として対応され

ている」では、県の平均得点が最も高かった。

Ⅳ．考察

１．保健師の年代と職務満足度

本結果では、年代が上がるにつれて、職務満足度が高

くなり、これまでの看護師に対する先行研究と同様な結

果であった(Alexander ea al(1998) 26), Tai et al(1998) 6）)。

この年齢上昇と関係している職務満足度スケールの項目

は、ケースの直接支援（対人サービス）に関連する項目

として、「7 私は専門職としての基準をふまえたケアを

している」と「8 地域住民をケアするため、チームで話

し合える」、保健師としての価値や自信、仕事への魅力

を示す項目として、「1 私の仕事は重要で価値がある」、

「11 私は受け持っているケースの主治医に専門家の仲間

として対応されている」、「12 私は、仕事として再び保

健師を選ぶだろう」及び「14 私は他の保健医療関係者

に保健師の仕事を勧めるだろう」であった（図1、表5）。

    

表5　職務満足度スケール項目の年代別平均値

    

表6　職務満足度スケール項目の勤務先別平均値

図2　勤務先別職務満足度スケール項目得点の平均値
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特に、項目11は年代で50代や、県保健師の平均得点が高

かったことから（図2）、保健師としての経験が医療との

連携を必要とするケースにいかされていると考えられ

る。

２．役職の有無と職務満足度

OlecknoとBlacconiere(1995) 27)は、公衆衛生に関わる

５つの職種についての職務満足度の調査から、管理職の

職務満足度が最も高かったと報告している。本研究にお

いても、「役職あり」が「役職なし」よりも職務満足度

は有意に高くなっていたが（表４）、役職の有無は年代

とも関連がみられたため（表３）、追加で、年齢を調整

して重回帰分析を行ってみたところ、総合的な職務満足

度と役職の有無の間の関連性は見られなかった。そこで、

職務満足度スケールの項目の中で「役職あり」に高い得

点が期待される項目「19私は、私が働いている組織の事

業方針に変化をもたらす力を持っている」に追加解析を

行ってみると、役職あり（3.0）と役職なし（2.5）の間

に有意差（p<0.05）がみられた。しかし、この項目は20

項目中の平均得点が最下位（2.6）であり、勤務先や年

齢階級とは統計学的な関連がみられないこと（図1、図2）、

「17　私は自分の仕事をコントロールしている」の平均

得点も3.3点とあまり高くないことから、保健師が自ら

の仕事を決定できるのは限定的であることが示唆され

た。

３．地域住民との関わりと職務満足度

大西ら(2008) 28)は、保健師は家庭訪問について大切な

活動だとは思っているものの、その件数は年々減少して

きていると指摘した。本研究の「10　上司は私が提供す

る地域住民についての情報を評価している」および「16

私には、個々のケースのニーズにあうように、ケアの基

準を選び取る権限がある」の平均得点が3.3とそれほど

高くないことから（表１）、保健師の分散配置や事務職

の削減による事務量の増加など、家庭訪問を重要だと思

っていても思うように実施できない現状があるのではな

いかと考えられる。さらに、本研究では２番目に低い平

均得点であった「5　地域住民は私が提供したケアやサ

ービスに満足している」でも、年齢階級や勤務先では統

計学的な関連がみられないことから、ケアやサービスを

住民に思うように提供できていないと自己評価している

ことが推察される。実際、行政で働く保健師は、ケース

の潜在的なニーズを分析して行動することが多いため、

その重要性と必要性が対象者に理解されない場合も考え

られる。

４．特定町村保健師の職務満足度

Taiら(1998)6）やBoyleら(1999)29）によると、上司の正

しい評価や配慮、サポート、上司とのコミュニケーショ

ンなどは、看護師の離職に影響すると結論している。沖

縄県健康増進課（2004）30)によれば、特定町村は新卒保

健師が1人または2人で勤務しているところが多く、平成

９年から平成16年までに退職した保健師159人中107人

（67.2%）が3年以内に退職したと報告している。本研究

では、勤務先別に職務満足度をみたとき、特定町村では、

「6　私には、信頼し、必要なときにはたよれる同僚がい

る」、「13　私は、現在の組織で仕事を続ける予定である」

及び「18　私は現在の職場の上司との関係に満足してい

る」の平均得点が有意に低くなっており（図２）、これ

ら満足していない職場環境は、特定町村保健師の離職率

の高さの一要因になっていることが示唆された。

Ⅴ　本研究の限界

これまで、保健師向けに独自に開発された職務満足度

のスケールは存在しなかったため、保健師を対象とする

先行研究の多くが、病棟に勤務する看護師や医療従事ス

タッフ向けに作成されたスケールを活用して満足度を把

握しようとしていた。本研究では、地域で患者訪問や患

者・家族教育などを行っている米国のHome Health Care

Nurse向けに開発された職務満足度スケールを、日本の

実状に合うように一部修正して活用した。そのため、本

研究結果は、訪問活動を中心とする業務に関する保健師

の職務満足度の側面に限定され、地域保健行政を担う保

健師の業務全般に関する職務満足度を捉えるには至って

いない。

Ⅵ　結論

本研究の結果から、沖縄県の行政機関に勤務する保健

師の職務満足度は、保健師としての仕事の価値ややりが

いに関する項目で、高くなっていた。一方、組織の事業

方針への影響力についての項目や保健師という職種に対

しての魅力や誇りに関する項目では、得点が低かった。

また、沖縄県の行政機関に勤務する保健師の職務満足

度は、年代や勤務先、役職の有無によって異なっていた。
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The job satisfaction of Public health nurses employed by local government
Agencies in Okinawa.
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Abstract

Background:

Many studies have been conducted on job satisfaction for clinical nurses but few for public health nurses (PHNs).
The aim of this study is to grasp the job satisfaction of PHN employed by local government agencies in Okinawa and to

analyze the relationship between job satisfaction: age, job place and others.
Method:

Subjects were 404 PHNs employed by local government agencies in Okinawa.  
The mail survey was done in 2006 from May to June. Response rate was about 62% (250 PHNs).

The questionnaire item were job satisfaction, age, sex, job place, affiliation and work position..
Job Satisfaction Scale of this study is based on Ellenbecker’s Home Health Care Nurses’ Job satisfaction scale and
modified to suit Japanese PHN. 
The 20 items in total were rated on a 5-point Likert-scale. 
Result:

Higher mean score on each individual item are listed below: “My work is important and worth while”, ”Relationship I
have established with patients are rewarding”, “I can rely on peers and turn to them if necessary”.
While Lower mean score items were “I have the power to generate in organizational policy at the agency where I work”,

“My patients are satisfied with the care I provide”, “I would choose PHN again for practice”,”I am treated as a
professional colleague by my patients’ physicians”.

The Significant relationship was founded between the job satisfaction: age, job place, and work position.
Conclusion:

This study suggested that Okinawan PHNs are satisfied with the worth and reword of their work.
However, their satisfaction score was low for the power of generate in organizational policy and their pride about PHNs

role was also low.
Besides, Okinawan PHNs satisfaction were different on age, job place and work position.   

Key words：Okinawa, Public Health Nurse, Job satisfaction
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